
課題（レポートや小テスト等）に対するフィードバックの方法
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講義名 アダプテットスポーツ論

青山　将己担当教員

2単位数

開講期・曜日・時限

主題と概要

心身の健康に身体運動やスポーツがどのような効果を及ぼすのかについて、身体的、心理的、社会的な観点から理解するとともに、健康的で充実した人生・生活を送るために必要な知識の学習、習得を目指
す。また本授業では、アダプテッドスポーツへの理解を深めるために、障害の種別や障害に応じた指導、障害者にとっての身体活動の重要性の理解も深める。加えて、学外実習（イベントサポート）を通し
、実際に障害者の方と触れ合うことで、サポート能力、コミュニケーション能力を養う。

到達目標

本授業の到達目標は、以下のとおりである。

①アダプテッドスポーツに関する知識を習得できるようになる。
②健康的な人生、生活を送るために必要な身体的及び、心理社会的能力の基礎を身につけることができるようになる。
③アダプテッドスポーツに関する実践力を身につけることができるようになる。

提出課題

授業のおわりに、その日のポイント・動画の感想等のミニレポートをレスポンにより、提出する。また、グループプレゼンや中間レポート、期末レポートを実施する。

履修にあたっての注意・助言他

各回の授業への参加態度・ミニレポート（40%）、中間レポート（30%）、期末レポート（30%）。

評価の基準

遅刻者は、開始後15分以内とし、静かに着席すること。講義中の質問は加点する。授業中の私語は厳禁で、使用を指示しない限り、スマホ使用を禁止とする。なお、本授業では学外実習を行う。イベント運
営を実施するが、詳細についてはオリエンテーションで説明する。

ナンバリング・コ
ード履修開始年次 ３年生

教科書
.使用しない.

その他

プリント資料は必要に応じて配布する。

1. オリエンテーション
予習内容：シラバス、特に主題と概要、到達目標を事前に確認すること。また、キャンパスクロスの講義資料を確認し、自身が興味を持った内容をまとめたうえで、授業に出席すること。（120分）
復習内容：講義資料の整理・復習をし、理解を深めること。（120分）

2. アダプテッドスポーツとは
予習内容：キャンパスクロスの講義資料を確認し、自身が興味を持った内容をまとめたうえで、授業に出席すること。（120分）
復習内容：講義資料の整理・復習をし、理解を深めること。（120分）

3. 障害に関する基礎知識
予習内容：キャンパスクロスの講義資料を確認し、自身が興味を持った内容をまとめたうえで、授業に出席すること。（120分）
復習内容：講義資料の整理・復習をし、理解を深めること。（120分）

4. 身体障害・知的障害・発達障害
予習内容：キャンパスクロスの講義資料を確認し、自身が興味を持った内容をまとめたうえで、授業に出席すること。（120分）
復習内容：講義資料の整理・復習をし、理解を深めること。（120分）

5. パラリンピックの歴史
予習内容：キャンパスクロスの講義資料を確認し、自身が興味を持った内容をまとめたうえで、授業に出席すること。（120分）
復習内容：講義資料の整理・復習をし、理解を深めること。（120分）

6. ゲストスピーカー
予習内容：キャンパスクロスの講義資料を確認し、自身が興味を持った内容をまとめたうえで、授業に出席すること。また、ゲストスピーカーに対する質問内容を事前に検討しておくこと。（120分）
復習内容：講義資料の整理・復習をし、理解を深めること。（120分）

7. 企画案作成Ⅰ
予習内容：企画案作成に向け、指示された内容について情報収集をすること。（120分）
復習内容：作成した企画案を確認し、修正すること。（120分）

8. 企画案作成Ⅱ
予習内容：企画案作成に向け、指示された内容について情報収集をすること。（120分）
復習内容：作成した企画案を確認し、修正すること。（120分）

9. 運営準備Ⅰ
予習内容：運営準備に向け、指示された内容について情報収集をすること。（120分）
復習内容：作成した企画案を修正しながら、運営準備を進めること。（120分）

10. 運営準備Ⅱ
予習内容：運営準備に向け、指示された内容について情報収集をすること。（120分）
復習内容：作成した企画案を修正しながら、運営準備を進めること。（120分）

11. 運営準備Ⅲ・担当者と打ち合わせ
予習内容：運営準備に向け、指示された内容について情報収集をすること。また、担当者との打ち合わせに向け、発表の準備をすること。（120分）
復習内容：作成した企画案を修正しながら、運営準備を進めること。（120分）

12-14. 運営実習
予習内容：運営実習に向け、運営準備を進めること。（360分）
復習内容：作成した企画案を修正しながら、運営準備を進めること。また、運営実習を振り返り、パワーポイントにまとめること。（360分）

15.  振り返り、まとめ
予習内容：運営実習を振り返り、パワーポイントにまとめること。（120分）
復習内容：期末レポートに向け、講義資料の整理・復習をすること。講義を通し、最も興味・関心を持った授業内容を確認すること。（120分）

授業計画

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

授業形態

次回以降の授業でレポートに記入された質問や課題に対して出された答えのフィードバックを講義内で実施する。また模範的な回答や新たな創造的な意見や回答があった際には受講生に共有する。
〇

〇 〇

〇〇

ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

一つのテーマに対し、学生の意見を聞きながら他の学生とも意見を共有したり、グループを作ったりし、理解を深めたり課題解決に対する情報を共有する。また、レスポンの内容を吟味し、質問や疑問に対して、回
答するようにする。

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

実務経験あり
兵庫県障害者スポーツ協会・評議員を務める。

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

本授業を通して、「する」「みる」「ささえる」の視点で、アダプテッドスポーツをキーワードとする関連事業分野、事業において企画運営に携わることができることから、本学科のディプロマポリシーの達成に大
きく貢献できる科目である。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

.なし.

後期 水曜日 ３時限

参考図書


